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Ⅰ 要綱のあらまし 

 

千代田区では、シックハウス予防を含む住宅の衛生確保を推進するために、建築主に竣

工後のシックハウス原因物質の室内濃度測定と、入居者への測定結果の開示を義務付け

る指導要綱を制定いたしました。 

「建築物における衛生的環境の確保に関する法律」（通称：ビル管理法）の適用を受ける、

一定規模以上の事務所ビル等については、従来から建築確認申請時に保健所で図面審

査を行い，建てる前からの衛生確保を図っています。この要綱は、これまで審査の対象とな

っていなかった共同住宅などを対象に、ビル管理法の成果を生かすとともに、シックハウス

対策も視野に入れた衛生確保を図ることを目的としています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

検知管法による簡易測定風景 

Ⅱ 要綱で対象とする建築物の範囲 

 

住宅及び住宅類似施設（長時間かつ長期にわたり居住に準じた生活を行う施設） 

「戸建て住宅、共同住宅、学校、幼稚園、保育園、児童館、高齢者施設、その他の福祉

施設、病院、宿泊施設」 

 

Ⅲ 建築主等(設計・施工請負者を含む)の主な責務 

 

１．建築確認申請時に保健所で環境衛生基準(*)に関する図面審査を受けること。 

２．住宅の竣工後、入居前に所定の揮発性有機化合物の室内濃度を測定すること。 

３．住宅の品確法に基づく性能評価を受けるように努めること。 

４．２及び３の結果を入居者に開示し、保健所長に報告すること。 

(*)千代田区における住宅の衛生的環境の確保に関する要綱施行細目第４条関係 
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Ⅳ 手続きの流れ 

 

１ 
住宅の建築確認を区建築主事等（東京都の建築主事、指定建築確認審査機関）に

申請 

↓ 

２ 建築主事または指定建築確認審査機関より保健所に要綱該当物件受付の通知 

↓ 

３ 保健所より建築主等(又は設計・施工請負者)に図面審査の日程調整等の連絡 

↓ 

４ 
保健所にて図面審査(**)を行い、チェック票にて評価（建築主の方には審査に必要

な図面等をご用意いただきます。） 

 
(**)千代田区における住宅の衛生的環境の確保に関する要綱第 5条 

 

―――― 着工 ―――― 

 

 

↓ 

５ 竣工後、保健所長にチェック票項目の実施状況を報告 

↓ 

６ 
室内空気環境測定を実施し，保健所長及び入居者にシックハウス原因物質の室内

濃度測定結果書を開示 

 
※ 保健所長は、報告内容が環境衛生基準を充たしていないときは是正を求めるこ

とがあります。 
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Ⅴ 住居衛生のポイント(図面審査のチェック点) 

 

① 健康・衛生的住宅とは 

居住者にとって単に健康被害の原因にならないということではなく、良好な健康を守る生

活環境を提供する住宅のこと。 

 

② 環境衛生基準 

換気設備・内装材料等・給水設備・排水設備・廃棄物等保管場所・ねずみ、衛生害虫防

除・その他 

 

③ 換気 

建材，内装材等からの化学物質の揮発をゼロにすることは事実上不可能です。しかし、

適切な換気により化学物質を除去することで、室内濃度を低く抑えることが出来ます。 

シックハウス対策として最も有効な手段が換気です。換気に勝る有効な手段はまだあり

ません。 

有効な換気のために、空気の入口と出口を適正な位置に設けることがポイントです。 

 

とりわけ集合住宅においては、ベランダの給気口の近辺に、

排気口やガス給湯器、エアコン室外機等の空気汚染源や熱

源が設置されるケースが見受けられます。給気口と距離を取

り、室内環境を悪化させないようにする必要があります。 

 

２４時間換気システムが風呂場換気扇と兼用のケースでは、

風呂場に開放できる窓が設置されている場合、窓を開け放す

とショートサーキットを起こし、室内の空気が排気できなくなるため注意が必要です。 

 

④ 建材・材料の選定 

１．JIS・JAS などの国内規格や業界団体が自主規格を設けている材料・製品は、化学物

質の放散が最も少ない等級を選定する 

 

２．製品安全データシート（MSDS）などの資料を取り寄せる 

 

３．揮発性の化学物質を含む内装材，塗料，接着剤などは、使用場所ごとに使用量、使

用方法を施工仕様書にはっきり記載する 
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(参考) 現在、JIS・JAS において、ホルムアルデヒド発散量によって次のような使用制限及

び階級が付けられています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤ 給排水 

貯水槽は衛生上支障なく、かつ保守点検が容易に行える場所に設置する。また、排水槽

は悪臭や害虫が発生しない構造とする。 

 

 

⑥ ゴミ置場 

廃棄物を収納するのに十分な広さを有する保管場所を設け、防虫、防そ構造とする。ま

た換気、給水、排水設備等の付帯設備を設ける等衛生的に支障のない構造とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高置水槽の検査風景 

 

ホルムアルデヒドの放散量 JIS・JAS などの表示記号 
内装材仕上げの制限 

（建築基準法による） 

    放散量少ない 

    ５μｇ/㎡ｈ以下 
F☆☆☆☆ 制限なしに使える 

     ５μｇ/㎡ｈ 

     ～２０μｇ/㎡ｈ 
F☆☆☆ 

使用面積が制限される 
     ２０μｇ/㎡ｈ 

     ～１２０μｇ/㎡ｈ 
F☆☆ 

     多い 

１２０μｇ/㎡ｈ超 

旧 E2、Fｃ2 

又は表示なし 
使用禁止 
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Ⅵ シックハウス症候群とは 

近年、建物の高気密化や化学物質を放散する建築材料・内装材の使用等により、新築・

改築後の住宅やビルにおいて、揮発性有機化合物の室内空気中濃度が高くなり、居住者

が頭痛やめまい、のどが渇く、目がチカチカする、吐き気がするなど様々な症状を訴える例

が多数報告されています。シックハウス症候群とはこのような症状に代表される建築物由

来の様々な健康障害を総称する用語です。 

広い意味では化学物質によるものだけでなく、ダニやカビなどに起因する気管支喘息や

皮膚炎などのアレルギーもシックハウス症候群に含まれます。 

シックハウス症候群全般の対策としては，安全な建材・内装材の選定や換気設備など住

まいの構造設備はもちろんですが，換気に心がけ、適正な温湿度管理や清掃を十分に行う

など，住まい方にかかわる注意も必要です。 

 

シックハウスの原因物質について 

私たちの回りには数万種類の化学物質があるといわれています。建築物における建材、

塗料、接着剤などの内装材や防虫シート、殺虫剤、整髪スプレー、芳香剤など日常使用す

る製品、家具などにも様々な化学物質が含まれています。これらに含まれる揮発性化学物

質の中にはシックハウス症候群の原因となるものもあります。また、ダニやカビ、ハウスダ

ストなどアレルギーの原因物質も広い意味でシックハウス原因物質と考えることができま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 測定風景 （左から温湿度計、採取用バッジ、ホルムアルデメータ、エアーサンプラー） 
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Ⅶ 化学物質の測定方法について 

効率的に測定するために，工事が完了したら，施工した部分につき，簡易測定により揮

発性有機化合物濃度の高そうな場所を絞り込み，危険度の高いところで本測定を行いま

す。 

 

① 簡易測定について 

測定のための下準備： 

測定前に部屋の条件を一定に整えます 

 

１．３０分換気：窓、扉（屋内の扉、造り付け家具、押し入れ等収納部分）を全て開放する。 

↓ 

２．５時間以上閉鎖：測定場所が外部に面する部分の窓，扉等は全て閉鎖する。内部収

納部分の扉は開放したままとする。 

 

採取及び測定方法： 

○アクティブ法は測定器ごとに所定の採取時間を必ず守ること 

○パッシブ法は必ず所定の吸収時間放置してから分析する 

 

※ ２４時間換気システムは運転した状態で測定します。厨房や風呂場の局所換気扇

は止めておいて下さい。 

※ 測定器ごと温湿度及び妨害ガスの影響の有無などその特性が異なります。取扱説

明書等に従って適切に使用してください。 

 

測定位置： 

部屋の中央部で床から１．２～１．５ｍ程度の高さ 

 

測定場所の選定： 

複数の住戸がある場合は，内装材の種類やその使用量に関して似たもののグループ

に分け、グループごとに１戸をとる。もしくは各階で１戸とる。選んだ住戸でシックハウス原

因物質の濃度分布を調べるために二部屋以上ある場合は２ポイント以上（ﾘﾋﾞﾝｸﾞ及び寝

室など）で測定する。選び方については図面審査の際に判断する。 

 

簡易測定機器：（３６ページ参照） 

スチレンについては現在、市場にある検知管等の簡易測定機器では、厚生労働省の

指針値を測定範囲としているものがないため、簡易測定で行うことができません。よって

スチレンは本測定時のみに測定してください。 
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② 本測定について 

測定のための下準備： 

簡易測定と同様 

 

採取方法： 

○アクティクブ法は流速 1L/min で３０分間採取もしくは１００ml/min で２４時間採取 

○パッシブ法はパッシブチューブまたはバッジによる２４時間採取 

 

分析方法： 

ホルムアルデヒドは高速液体クロマトグラフィー、トルエン・キシレン・エチルベンゼン・

スチレンについてはガスクロマトグラフィ-質量分析計（GS/MS）で分析を行う。 

 

※ 詳細条件については厚生労働省で定めた標準的測定方法と同様に行う。 

 

測定位置： 

簡易測定と同様 

 

測定場所： 

図面審査の際に選定した場所で行う。また、簡易測定の結果が指針値を超えた場所

については必ず行う。それぞれ１戸につき二部屋以上ある場合は２ポイント以上（ﾘﾋﾞﾝｸﾞ

及び寝室など）で採取測定する。 

また、外気については周辺の工事等により化学物質の影響を受ける可能性がある場

合に限り測定を行う。 

 

※ 標準測定方法 

厚生労働省からの平成１３年７月２５日付け医薬発第８２８号通知「室内空気中化学物

質の室内濃度指針値及び標準的測定方法等について」による方法 

 

 

 

 

 

 

 

 

検 知 管 
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Ⅷ 測定の必要な化学物質 

 

この要綱で測定の求められているのは、以下の５物質です。 

 

① ホルムアルデヒド 

合板や内装材等の接着剤、これらを使用した家具などから放散する。また喫煙

や石油・ガスを用いた暖房器具の使用によっても発生することがあり、目への刺激、

のどの炎症などを引き起こすことがあります。 

 

② トルエン 

内装材などの施工用接着剤、塗料、これらを使用した家具などから放散すること

があり、頭痛、疲労、脱力感等の神経症状への影響、心臓への影響による不整脈

などを引き起こすことがあります。 

 

 

③ キシレン 

内装材などの施工用接着剤、塗料、これらを使用した家具などから放散すること

があり、頭痛、不眠症、興奮等の神経症状への影響などを引き起こすことがありま

す。 

 

 

 

 

④ エチルベンゼン 

内装材などの施工用接着剤、塗料、これらを使用した家具などから放散すること

があり、めまい、意識低下等の中枢神経系への影響などを引き起こすことがありま

す。 

 

 

 

⑤ スチレン 

ポリスチレン樹脂、合成ゴム、合成樹脂塗料などから揮散することがあり、不快

な臭い、目や鼻への刺激、眠気、脱力感などを引き起こすことがあります。 

 

 

ＣＨ３ 

Ｃ２Ｈ５ 

ＣH=ＣH

２ 

HＣＨＯ 

ＣＨ３ 

ＣＨ３ 
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Ｑ１．要綱では使用する建材や接着剤についての規定はないのですか？ 

Ｑ２．平成１６年１１月竣工の物件については、この要綱に該当しますか？ 

Ｑ３．確認申請は要綱制定前に出したのですが、変更等の確認申請を１１月１日以降に出すと該当しますか？ 

Ｑ４．保健所で化学物質の測定をやってくれますか？ 

Ｑ５．保健所で測定機器の貸し出しはするのですか？ 

Ｑ６．簡易測定機器は何がありますか？ 

Ｑ７．化学物質の測定を行うとのことですが、なぜ５物質なのですか？ 

Ｑ８．厚生労働省が定める揮発性有機化合物（ＶＯＣ）の指針値および主な用途は何ですか？ 

Ｑ９．マンションの居室が１００室ありますが、全部の部屋で測定を行わなければならないのですか？ 

Ｑ10．測定結果の信頼性はどのように担保されるのですか？ 

Q11.測定を出来る測定業者を紹介して下さい。 

Q12.測定にいくらかかりますか？ 

Q13.測定は指定の業者に依頼しなければならないのですか？ 

Q14.同じ仕様の一戸建て住宅（建て売り住宅）が１０軒あった場合は、１０軒とも測定しなければ 

ならないのですか？ 

Q15.移転とは具体的にどういうケースを言うのですか？ 

Q16.建築基準法に則って建物を造っているので、要綱に従う意思はありません。罰則はありますか？ 

Q17.図面審査の拒否は出来ますか？ 

Q18.罰則は無いということですが、要綱に基づく指導に従わない業者に対してどのような対応をとるのですか？ 

Q19.リフォーム等の建築確認が不要な際の図面審査はどのようにするのですか？ 

Q20.リフォームによる建物の工事完了時の、室内空気環境測定はどうするのですか？ 

Q21.住宅の品質確保の促進等に関する法律（品確法）の住宅性能表示制度を受けるつもりはないのですが。 

Q22.要綱の環境衛生基準を満たさない場合、保健所は立入調査をするのですか？ 

Q23.居住者が建築主の衛生的な居住環境維持のための活動に協力しない場合は？ 

Q24.建築確認申請を出す前に保健所で事前相談は出来ますか？ 

Q25.○適マークをもらえるのですか？ 

Q26.図面審査時に必要な書類は？ 

Q27.測定結果書の必須項目は？ 

Q28.測定時期は？ 

Q29.養生期間は何日ほど設ければよいのでしょうか？ 

Q30.本測定の結果が指針値をオーバーした場合、再測定は必要ですか？ 

Question
質 問

 and
と

 Answer
回 答
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ありません。建材等材料についての規制をすべきとの意見もありますが、これまでのシックハウスの事例を

踏まえて，要綱では，材料の規制を行うよりも，室内環境測定により問題物質の濃度が指針値を超えない

ことを確認し，情報を開示することが有効という立場に立っています。 

また、現在はホルムアルデヒド以外には放散量ごとに等級を規定している法的な基準がありません。要綱

ではそれを踏み出して建材などの使用制限をすることはできません。各メーカーに問い合わせしていただき揮

発性化学物質をなるべく使用していないものを選ぶようにお願いします。（…３ページⅤ④を参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この要綱の対象となるのは、平成１６年１１月１日以降に建築確認申請を行った建築物です。よってご

質問の物件については要綱の対象となりません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

該当いたします。 

 

 

 

 

Ｑ１．要綱では使用する建材や接着剤についての規定はないのですか？ 

Ｑ２．平成１６年１１月竣工の物件については、この要綱に該当しますか？ 

Ｑ３．確認申請は要綱制定前に出したのですが、変更等の確認申請を平成 16 年 11 月 1

日以降に出すと該当しますか？ 
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保健所では測定は行いませんが、簡易測定用として、検知管測定用のタイマー、流量計を備えたポンプ

を貸し出す予定です。（→Ｑ５参照） 

 

 

 

 

 

 

反 応 （ 変 色 ） し た 検 知 管 

 

 

 

エアーサンプラーＳ－２１ 

 

 

 

 

保健所では簡易測定器の貸し出しを有料で行っています。 

○貸し出し機材及び費用 

検知管（ホルムアルデヒド）・・・・・・1 本 250 円 

検知管（トルエン）・・・・・・・・・・・・1 本 350 円 

エアーサンプラー・・・・・・・・・・・・・・1 台 500 円 

ホルムアルデヒド簡易測定器・・・1 台 1000 円 

※検知管については消耗品ですので買い取りとなります。 

○貸し出し方法 

電話にて予約を受け付けております。 

※貸し出し時に本人確認をさせて頂きますので身分証（運転免許証等）を持参くだ

さい。 

○貸し出し期間 

約 1 週間 

○測定方法や測定条件については、６ページⅦを参照下さい。 

保健所で貸出す機器で測った結果は簡易測定結果となります。これとは別に最低１戸で本測定を

行う必要があります。これは、精密分析機器を使用するため専門の検査機関に依頼してください。

（３８ページの検査機関一覧参） 

Ｑ４．保健所で化学物質の測定をやってくれますか？ 

 

Ｑ５．保健所で測定機器の貸し出しはするのですか？ 
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３６～３７ページの簡易測定器の一覧表を参照して下さい。 

 

 

 

 

 

厚生労働省が室内濃度指針値を示している化学物質は現在１３物質あります。そのうち、内装材として

使用されやすく、低温で揮発しやすい５物質について、測定を本要綱では求めています。 

 

 

 

８．  

 

 物質名 厚生労働省室内濃度指針値 主な用途 

１ ホルムアルデヒド １００μｇ/m3（0.08ppm） 合板など 

２ トルエン ２６０μｇ/m3（0.0７ppm） 

接着剤、塗料などの溶剤 ３ キシレン ８７０μｇ/m3（0.２０ppm） 

４ エチルベンゼン ３８００μｇ/m3（0.８８ppm） 

５ スチレン ２２０μｇ/m3（0.０５ppm） 断熱材、畳心材 

６ アセトアルデヒド ４８μｇ/m3（0.０３ppm） 
接着剤、防腐剤、タバコ煙

など 

７ テトラデカン ３３０μｇ/m3（0.０４ppm） 灯油、塗料溶剤など 

８ パラジクロロベンゼン ２４０μｇ/m3（0.0４ppm） 衣類用防虫剤 

９ フタル酸ジ－ｎ－ブチル ２２０μｇ/m3（0.０２ppm） 可塑剤（塗料、顔料、接着

剤） 

可塑剤（塩化ビニル製品全

般） 
１０ 

フタル酸ジ－２－エチルヘキシ

ル 
１２０μｇ/m3（７．６ppb） 

１１ クロルピリホス 

１μｇ/m3（0.０７ppb）但し、小児

の場合は０．１μｇ/m3（0.００７

ppb） 有機リン系殺虫剤 

１２ ダイアジノン ０．２９μｇ/m3（0.０２ppb） 

１３ フェノブカルブ ３３μｇ/m3（３．８ppb） カーバメート系殺虫剤 

 

Ｑ６．簡易測定機器は何がありますか？ 

Ｑ７．化学物質の測定を行うとのことですが、なぜ５物質なのですか？ 

Ｑ８．厚生労働省が定める揮発性有機化合物（VOC）の指針値および主な用途は何ですか？ 
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全戸の測定を行う必要はありません。 

住戸又は住宅類似施設を、内装材の種類やその使用量に関して類似する住戸のグループに分類、つまり

間取りのタイプ別に分類、または各階ごとのグループに分けるなどして、それぞれのグループで測定して下さ

い。 

各住宅での測定場所は居間及び寝室(住宅類似施設においては、長時間滞在する居室)から選定して

下さい。よって、ワンルームでない住戸については、居間及び寝室の最低２箇所で測定することが望まれます。

（…６ページⅦを参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

室内の化学物質測定における最大のポイントは、測定条件です。測定条件を規定どおりに行わないと

正確な測定が出来ません。また、虚偽の測定値を出された場合、保健所は手の打ちようはありません。保

健所は権限を持ってそのような行為を取り締まる立場にはありません。要綱における保健所は、良好な住

宅を居住者に提供しようという建築主の意識向上をうながし、居住者、管理者との協働で衛生的な居住

環境を維持するために協力するものであることをご理解いただきたいと思います。 

測定時に指針値を超える結果が出た場合は、早急に保健所にご相談いただき、対応等行うことで、シッ

クハウス被害を減らすことが出来ると考えております。 

 

この要綱の指導内容を設計，施工に反映することで、多少負担が増えることがあるかもしれませんが、長

期的なトータルコストを見ればむしろ低コストになる指導内容と考えております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｑ９．マンションの居室が１００室ありますが、全部の部屋で測定を行わなければならな

いのですか？ 

Ｑ１０．測定結果の信頼性はどのように担保されるのですか？ 
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３８ページの室内空気中化学物質測定を行う検査機関一覧を参照して下さい。 

 

 

 

 

あくまでも参考になりますが、簡易測定では、１ポイントあたり検知管なら６００円ぐらいです。測定機器が

あれば消耗品をほとんど必要としないものもあります。それぞれ各メーカーにお問い合わせください。 

本測定※では、１ポイントあたり５物質の測定で分析代約３万円となります。（複数ポイントを測定する場

合は金額が変わってくるかもしれません。）また、それとは別に出張代約３万円がかかると思われます。 

これらについても各検査機関にお問合せください。 

 

※ホルムアルデヒド、トルエン、キシレン、エチルベンゼン、スチレンの測定を行う場合。 

 

 

 

 

 

 

 

測定についての条件等は定めておりますが、指定業者等はありません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

要綱の考え方としては、建築確認申請ごとに対して要綱を摘要させるので１０軒全ての測定が必要にな

ります。 

 

Ｑ１１．測定を出来る測定業者を紹介して下さい。 

Ｑ１２．測定にはいくらかかりますか？ 

Ｑ１３．測定は指定の業者に依頼しなければならないのですか？ 

Ｑ１４．同じ仕様の一戸建て住宅（建て売り住宅）が１０軒あった場合は、１０軒とも測

定しなければならないのですか？ 
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建物そのものの移動の事を言います。例えば重要文化財の場合移転が行われたりします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

要綱なので罰則はありませんが，入居しようとする人から測定結果の開示を求められたときにデータが出

せなかった場合、入居予定者の印象を損ねることは予想されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出来ます。要綱のため、法的な拘束力はありませんが、Ｑ１６と同じことが予想されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｑ１５．移転とは具体的にどういうケースを言うのですか？ 

Ｑ１６．建築基準法に則って建物を作っているので、要綱に従う意思はありません。罰則

はありますか？ 

Ｑ１７．図面審査の拒否は出来ますか？ 
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この要綱での保健所は、建築主や設計・施工者に、健康的な住宅を作るうえで指導助言をするもので

す。保健所からの指導内容はコストがかかるからと敬遠されることもありえますが、衛生面でしっかりした建物

を造ることで、イニシャルコストが多少増えても、ランニングコストや居住者の満足度まで考えれば、かえって

安上がりともなるでしょう。また、衛生的な問題が発生して改修や補修をしなければならないときに、大きな

負担がかかることも予想されます。 

このような基本姿勢で指導していることをご理解いただき、より良い施設をつくるよう努めていただきたいと

思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

保健所での図面審査は、指定検査機関から建築確認申請の通知が送付され、それをもとに保健所か

ら建築主又は施工主に連絡を取り始めるものです。 

そのため、建築確認が不要の際は保健所から連絡を取ることはありません。しかし、図面審査等の相談

には応じますので、保健所までご連絡ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｑ１８．罰則は無いということですが、要綱に基づく指導に従わない業者に対してどの

ような対応をとるのですか？ 

Ｑ１９．リフォーム等の建築確認が不要な際の図面審査はどのようにするのですか？ 
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建築確認申請が不要な場合は測定の義務はありません。しかし、当然シックハウスの危険性はあります

ので測定するように努めて下さい。 

また、事務所から住居などへの用途変更では建築確認申請が必要な場合があります。その場合は測定

の義務があります。 

 

※用途変更で建築確認申請の必要がない場合 

床面積１００㎡以下の工事の場合、変更後の用途が１戸の住宅又は事務所の場合などです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

強制は致しません。理解を得られるようにご説明はします。 

 

 

 

 

 

 

 

保健所は強制力を持って立入調査を行うものではありません。問題解決のための立入調査は施工主の

依頼によって行われます。 

 

 

 

 

 

 

Ｑ２０．リフォームによる建物の工事完了時の、室内空気環境測定はどうするのですか？ 

Ｑ２１．住宅の品質確保の促進等に関する法律（品確法）の住宅性能表示制度を受ける

つもりはないのですが。 

Ｑ２２．要綱の環境衛生基準を満たさない場合、保健所は立入調査をするのですか？ 
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この要綱は、基本的には自主管理を推進するためのものです。様々な維持管理業務は、住まう人のた

めに行うべきものであることを、居住者にご理解いただき、協力していただくよう働きかけてください。 

 

 

 

 

 

 

 

可能です。しかし、建築図面をもとに指導するため、図面が出来上がる前は、一般的な相談しか出来ま

せん。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この要綱は保健所が建築主に対して、衛生的な構造設備や化学物質測定のアドバイス等行いますが、

住宅の安全性を保証するものではありません。よって○適マークなどの交付はしておりません。 

 

 

 

 

Ｑ２３．居住者が、衛生的な居住環境維持のための活動に協力しない場合は？ 

Ｑ２４．建築確認申請を出す前に保健所で事前相談はできますか？ 

Ｑ２５．○適マークをもらえるのですか？ 
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◆ 一般図面・・・案内図、配置図、立面図、断面図、平面図 

◆ 空調関係図面系統図・・・ダクト図（ダクト方式でない場合は給気口、換気扇が確認できるもの） 

◆ 設備機器一覧表、給排水関係図面、衛生図面一式（配管系統図、貯水槽、雑排水槽関係詳細図） 

◆ 各種計算書・・・風量計算書（必要換気風量、ダクト等の圧力損失を考慮した有効換気量の計算、外気

導入量）、除じんフィルター性能計算書、給排水量計算書 

加湿計算書（外気０度、湿度５０％を室内２２度､湿度５０％に加湿する条件） 

◆ 通風気化式加湿器を設置する場合はカタログをお持ちください。 

◆ 廃棄物保管場所等設置図 

◆ 内装材のMSDS安全データシート、建材や塗料、接着剤等の仕様書 

☆これらの図面等の中で、計画施設に該当する図面、書類等をご持参ください。 

 

 

 

 

① 測定日時 ② 測定者名 

③ 測定施設名 ④ 測定場所 

⑤ 測定物質名 ⑥ 
室内温度・湿度： 

（測定開始時） 

⑦ 検査結果値 ⑧ 測定機器名 

⑨ 
各指針値 

（厚生労働省ガイドライン値） 
⑩ 検査法 

⑪ 
外気条件： 

（天候・温度・湿度） 
⑫ 概評 

⑬ 

採取条件（標準測定法の条件が担保されていること）： 

□ﾚ 家具の開放 □ﾚ 換気設備の運転状況（２４時間ファンＯＮ＋局所ファンＯＦＦ） 

□ﾚ 空調機の運転状況 □ﾚ 換気時間 □ﾚ 閉めきり時間 □ﾚ 工事完了日 

測定結果書（例）は３４ページを参照して下さい。 

Ｑ２６．図面審査時に必要な書類は？ 

Ｑ２７．測定結果書の必須項目は？ 
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竣工後、クリーニングなどすべての工程が終了し、引き渡しができる状態で測定して下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

目安としましては、工事完了後１４日間ほど必要と考えています。その間に窓開け換気や空調機の運転

など十分な換気を行えば、化学物質の室内濃度低下が期待できます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

要綱第６条第１項より、厚生労働省が定める指針値を下回っていることを確認しなければならないので、

本測定の結果が指針値をオーバーした場合は、しかるべき低減措置を行った後に、再度本測定を行い、

指針値を下回っていることをご確認下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｑ２８．測定時期は？ 

Ｑ２９．養生期間は何日ほど設ければよいのでしょうか？ 

Ｑ３０．本測定の結果が指針値をオーバーした場合、再測定は必要ですか？ 
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・千代田区における住宅の衛生的環境の確保に関する要綱 

・千代田区における住宅の衛生的環境の確保に関する要綱 

施行細目 

・千代田区における住宅の衛生的環境の確保に関する要綱 

チェック票（要綱第５条第２項） 
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千代田区における住宅の衛生的環境の確保に関する要綱 

１６千千保生環発第１３号 

平成１６年 ８月２６日 

(目的) 

第１条  この要綱は、千代田区における住宅の快適な居住環境を確保するため、住宅の建築及び維持管理に関

し環境衛生上必要な事項を定め、建築主等に指導又は助言することにより、環境衛生上の問題を未然に

防止することを目的とする。 

(定義) 

第２条  この要綱における用語の意義は、次の各号に定めるところによる。 

(1) 住宅 人の居住の用に供する建築物又は建築物の部分(人の居住の用以外の用に供する建築物の部

分との共用に供する部分を含む。)をいい、老人ホーム等の入居型の施設を含む。 

(2) 住宅類似施設 保育所、通所介護施設その他の入所者が長時間かつ長期にわたり居住に準じた生活

を行う施設で保健所長が定めるものをいう。 

(3) 建築 新築、増築、改築及び移転をいう。 

(4) 建築主 建築物に関する工事の請負契約の注文者又は請負契約によらないで自らその工事をする者を

いう。 

(建築主等の責務) 

第３条  住宅の建築主及び建築又は設計を請け負う者は、住宅の衛生的環境の確保に努めなければならない。 

2 住宅の建築主又は譲受人及びこれらの者から住宅の維持管理の権限を与えられた者は、住宅の衛生的

環境の維持向上に努めなければならない。 

(居住者の責務) 

第４条  住宅の居住者は、自ら住宅の衛生的環境の維持向上に努めるとともに、前条の規定による建築主等の

活動に協力しなければならない。 

(建築確認申請に際しての衛生的環境の確保) 

第５条  住宅の建築確認を申請したときには、建築主は、環境衛生設備の基準(第８条に規定する項目をいう。

以下「環境衛生基準」という。)に関して保健所長の指導を受けるものとする。 

2 保健所長は、前項の基準について、別に定めるチェック票に従って審査し、指導を行った内容を記録し、そ

の写しを交付する。 

3 区長は、東京都の建築主事及び指定建築確認審査機関に対し、この要綱に基づく指導に協力するよう

求める。 

(建築竣工に際しての環境衛生の確保) 

第６条  住宅の竣工後、建築主は、チェック票項目内容の実施状況を保健所長に報告するものとする。建築主は、

別に定める方法に従って揮発性有機化合物の室内濃度を測定し、厚生労働省が定める指針値を下回っ

ていることを確認しなければならない。 

2 保健所長は、前項の報告内容が環境衛生基準を充たしていないときは、是正を求める。また、報告内容

に疑義があるときは自らその内容を調査する。 
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3 建築主は、住宅の品質確保の促進等に関する法律(平成１１年法律第８１号)に基づく性能評価を受け

るよう努めなければならない。 

4 住宅の建築を請け負う者は、前３項の規定に基づく確認、調査及び性能評価に協力しなければならな

い。 

(居住等に際しての環境衛生の確保) 

第７条  建築主は、他の者を当該住宅に居住させる場合及び当該住宅を譲渡するときは、当該入居者又は譲受

人に対し、前条第１項の確認結果及び同条第３項の性能評価結果を開示しなければならない。 

(環境衛生基準) 

第８条  保健所長は、この要綱に基づく指導に当たって用いる基準として、次に掲げる項目に関して環境衛生基準

を定め、公開しなければならない。 

(1) 換気設備 

(2) 内装材料等 

(3) 給水設備 

(4) 排水設備 

(5) 廃棄物等保管場所 

(6) ねずみ、衛生害虫防除 

(7) その他 

２  前条各号の基準の細目は、別に定める。 

(住宅類似施設) 

第９条  住宅類似施設については、第３条から前条までの規定を準用する。この場合において「居住」とあるのは

「使用」と読み替える。 

(区の関連施設) 

第１０条 区は、自ら建築し、又は売買等により所有権その他の権原を取得する住宅又は住宅類似施設（以下「住

宅等」という。）及び区が建築及び運営を補助する住宅等を、環境衛生基準に適合させなければならない。 

(委任) 

第１１条 この要綱の施行に当って必要な事項は別に定める。 

 

附 則 

この要綱は、平成１６年１１月１日から施行する。 
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千代田区における住宅の衛生的環境の確保に関する要綱施行細目 

１６千千保生環発第１３号 

平成１６年 ８月２６日 

(趣旨) 

第１条  この施行細目は、千代田区における住宅の衛生的環境の確保に関する要綱(平成１６年８月２６日付千

千保生環発第１３号。(以下「要綱」という。)の規定に基づき、要綱の施行に関し必要な事項を定めるものと

する。 

(定義) 

第２条  この要綱施行細目で用いる用語の意味は、要綱で使用する用語の例による。 

２ 要綱第２条第２号に定める住宅類似施設は、別表１のとおりとする。 

３ 要綱第６条第１項に定める別に定める方法は、別表２のとおりとする。 

(事前指導) 

第３条  要綱第５条に定める指導は、住宅の建築確認申請時及び建築途中で要綱第８条に定める環境衛生基

準に関わる内容に変更が生じた場合に、次条に定める環境衛生設備等の基準に基づいて実施する。 

２ 要綱第５条第２項のチェック票は、別記様式のとおりとする。 

(環境衛生設備等基準) 

第４条  要綱第８条第１項に定める環境衛生基準のうち環境衛生設備等に関する基準は、次に掲げるとおりとす

る。 

(1) 換気設備 

ア 外気取入口は、地上から適当な高さを保ち、自動車の排ガス等の影響を受けない位置とする。 

イ 外気取入口と、排気口及び冷却塔(隣接ビルのものを含む。)との間には十分な距離をとる。 

ウ 排気口や空調室外機等は、隣接ビルに悪影響を及ぼさない位置に設ける。 

エ 駐車場系統の外気取入口は専用とし､居室系統との兼用はしない。 

オ 台所には点検、清掃の容易なグリスフィルター付の局所排気設備を設ける。 

カ リビング、ダイニング、寝室、浴室、トイレ等の各部屋には､常時運転することができる機械換気設備を設け

る。 

キ 各居室等の空気が停滞することなく、有効に換気が行われるような位置に給気口を設ける。 

ク 給排気用ダクトは必要風量を送風できるように配置し、吸湿せず、かつ空気を汚染しない材質のものを使用

する。 

ケ 空気調和機は保守点検が容易に出来、かつ適正な能力が維持出来るものを設ける。 

コ 全熱交換器を設ける場合は、室内空気の衛生確保のため、利用排気は原則､居室排気とし、ショートサー

キットを防ぐ対策をとる。また、熱交換エレメント保護のため給排気の上流側にはフィルターを設ける。 

サ 加湿装置を設ける場合は室内の相対湿度を適正に維持できる能力のものを選定し、加湿に用いる水は飲

用系統から給水する。 

(2) 内装材料等 

ア 揮発性有機化合物の室内濃度が厚生労働省が設定した指針値を下回るように内装材料等の選定及び

施工には留意すること。 
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イ 床材はダニなどの温床になりにくい材質のものにし､畳を使用する場合は､ダニ対策に留意すること。 

ウ カビ等の発生を防ぐため、結露対策を施すこと。 

(3) 給水設備 

ア 貯水槽等 

(ア) 貯水槽は衛生上支障がなく､保守点検が容易に行え､関係者以外のものが立ち入ることができない場所

に設置する。また，地下ピット内に受水槽を設置する場合は､昇降が容易に行える設備を設ける。 

(イ) 貯水槽室には換気設備及び照明設備を設け､かつ､床面の排水が適正に行える構造設備とする。 

(ウ) 貯水槽の周囲は六面(側面及び上下)からの保守点検が容易に行えるよう､十分な空間を確保する。 

(エ) 高置水槽を塔屋や屋上等高所に設ける場合は柵・階段等を設け､保守点検が安全かつ容易に行えるよ

うにする。 

(オ) 受水槽の容量は１日使用水量の１０分の４から１０分の６､高置水槽の容量は１０分の１を標準として選

定する。 

(カ) 停滞水を防止するため､受水槽の給水口と揚水口とは対称位置に設ける。高置水槽についても同様の

措置を講ずる。 

(キ) マンホールの直径は６０cm以上で防水型､鍵付とし､衛生上有効に立ち上げる。 

(ク) 貯水槽の材質が樹脂製で屋外に設ける場合は､藻類の繁殖を防止できる構造とし､マンホールは二重蓋

とする。 

(ケ) オーバーフロー管の口径は給水管の１.４倍以上とし､オーバーフロー管との間には吐水口空間を確保す

る。 

(コ) オーバーフロー管及び水抜管は分離させると共に､それぞれ間接排水とし､排水口空間を設ける。 

(サ) オーバーフロー管及び通気管の開口部には､耐食性の防虫網を設ける。 

(シ) 貯水槽の上部には排水管等汚染のおそれのある管を通さない。 

イ 給水管 

(ア) 給水設備は､当該給水設備以外の管やその他の設備とは直接連結させない。 

(イ) 給水管は水質に悪影響を与えない材質のものを使用する。 

(ウ) 給水管は他の配管設備と明瞭に識別できる措置をとる。 

(エ) 給水管は､排水槽・貯油槽等の内部を貫通させたり､その直下に埋設しない。 

ウ 逆流及び誤飲の防止等 

(ア) 給水設備を各種の設備器具等に接続する場合には､有効な吐水口空間を確保する。吐水口空間を適

正に確保できない場合には､バキュームブレーカを取付ける等､逆流防止のための措置をとる。 

(イ) 散水栓を設置する場合には､床埋込みとせず､壁付き又は立上げ型とする。 

(ウ) 汚染事故の代替水確保のため､直結給水栓を１か所以上設置する。 

(4) 排水設備 

ア 排水槽 

(ア) 汚水､雑排水､湧水は原則として各々分離した槽とする。 

(イ) 排水が長時間滞留することがない容量とする。また､必要に応じて排水ポンプを始動するためのタイマーを

設置する。 

(ウ) 排水槽底部に排水ピットを設け､１０分の１から１５分の１の勾配をとる。また､槽内の入隅部は汚染等の
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除去が容易に行える構造とする。 

(エ) 排水ポンプは２台以上設置する。 

(オ) マンホールは直径６０cm 以上で防臭型とし､各槽ごとに点検清掃が容易に行える場所に設ける。また､槽

内部のマンホール直近の部分にフックを取付ける。 

(カ) 外気に直接開放した通気装置を設ける。通気装置の末端開放部は適正な位置に立上げ､耐蝕性の防

虫網を設ける。 

イ 排水ポンプ室には換気設備を設ける。 

ウ 機器等からの排水は間接排水とし､排水口空間を確保する。 

エ 排水中に油脂､厨芥､ガソリン､土砂等が含まれる場合には､保守点検が容易に行える場所に阻集器を設け

る。 

オ 排水トラップは有効な封水深を確保し､排水管内の臭気､ねずみ・衛生害虫当の移動を有効に防止するこ

とができる構造とする。 

(5) 廃棄物保管場所 

ア 収集､搬出入が容易に行える場所に十分な広さのものを設ける。 

イ 区画を設け､防虫､防そ構造で､床・壁は不浸透材料とする。 

ウ 保管場所の清掃及び保管容器等の洗浄に必要な給排水設備を設ける。 

エ 換気及び照明設備を設ける。 

(6) ねずみ・衛生害虫防除 

ねずみ・衛生害虫の進入が考えられる場所には、開口部に防虫、防そのための金網、鉄格子等を設ける。 

(7) その他 

ア 清掃及び管理に必要な施設、設備を設ける。 

イ 雑用水を利用する場合は､使用用途を限定し､安全･衛生管理できる体制、設備を設ける。 

(環境衛生維持管理基準) 

第５条  要綱第８条第１項に定める環境衛生基準のうち環境衛生の維持管理に関する基準は、次に掲げるとおり

とする。 

(1) 換気設備 

ア 外気取入口は､自動車排ガス､排煙等の影響を受けないよう点検する。 

イ 居室の使用目的､在室人員に応じて適正な量の外気を取り入れ､二酸化炭素濃度が１０００ppm 以下とな

るようにする。 

ウ 室内空気環境については、温度は夏場２５～２８度(外気との温度差７℃以内)、冬場１７～２２℃を目安

に、湿度は３０～６０％の間を目安とし必要な場合は加湿、除湿を行なう。一酸化炭素濃度は１０ppm 以下

を保つよう熱源等からの発生を極力抑え、浮遊粉じんについては０,１５㎎/㎥以下を維持するため、床清掃や

喫煙時には窓開けなどを行なう。 

エ 空気清浄装置､加湿器､除湿器､ダクト等は定期的に点検し、必要な補修を行う。特に加湿器の水は衛生

的な水を使用し､かつこまめに交換する。 

オ 給気口、換気口、排気口を点検し、汚れや障害物があれば除去する。 

カ 台所のグリスフィルター､フード､ファン等は定期的に清掃する。 

(2) 内装材料等 
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ア リフォーム時や家具類を購入するときには､揮発性有機化合物の影響のない材料を選定する。 

イ 別表２の揮発性有機化合物について､室内濃度測定を必要に応じて行う。 

(3) 給水設備 

ア 貯水槽は毎年１回以上定期的に清掃する。 

イ 水質検査を毎年１回以上定期的に実施する。 

ウ 末端給水栓における水の色、濁り、臭い、味等の検査を毎日１回行うとともに､残留塩素濃度測定を定期

的に行う。 

エ 毎月１回以上定期的に施設を点検し、異常があれば必要な補修・清掃・設備の更新等の措置をする。 

オ 地震､雨等により設備､水質に悪影響を及ぼすおそれのある事態が発生したときは、臨時の点検を行う。 

カ 吸水管の損傷､錆及び水漏れについては、目視による点検のほか残留塩素濃度及び使用水量の推移等を

参考にして､異常があれば必要な補修を行う。 

キ 家庭用浄水器はカートリッジの取替え等それぞれの製品の取扱い方法を遵守する。 

ク 給水栓にホース等を接続して使用するときは、逆流させないよう注意する。 

(4) 排水設備 

ア 排水槽内及び排水ポンプ等の付帯設備は毎月点検し､必要に応じて補修をする。 

イ 排水槽は４ヶ月以内ごとに１回定期的に清掃する。また、槽内の汚染状況に応じて清掃回数を増やす。 

ウ 排水槽内に排水が長時間滞留することがないように、水位の調整等を行う。 

エ 阻集器の捕集物は使用日ごとに除去し、定期的に清掃する。 

オ 排水トラップの封水深が適切に確保されているか確認し､必要に応じて適切な措置を講ずる。 

カ 台所流し・トイレ等から油脂・異物等排水管に悪影響を及ぼすおそれのあるものを流さない。 

(5) 廃棄物等保管場所 

ア 定期的に点検、清掃を行い､清潔に保つとともに、必要に応じて殺虫消毒する。 

イ 廃棄物は分別して保管し、保管場所以外の場所に置かない。 

(6) ねずみ・衛生害虫防除 

ア ねずみ・衛生害虫が発生又は生息しやすい建物内外の場所について、定期的かつ統一的に調査を実施し、

調査結果に基づきねずみ・衛生害虫の発生を防止するための措置を講ずる。 

イ 殺そ剤又は殺虫剤を使用する場合は、医薬品又は医薬部外品を用いる。 

ウ ねずみ・衛生害虫の餌となる食料品等は密閉容器に保管し、放置しない。 

エ 生ごみ等は放置せず、速やかに廃棄する。 

オ 畳の上にじゅうたんを敷く等、畳の湿気を高めることはなるべく避ける。 

カ 家具類の配置及び押入等の収納については、後部又は収納部の通気ができるような配置及び収納に心が

ける。 

(7) その他 

ア 貯水槽の清掃記録、水質検査結果書等の管理書類は一括管理し、５年間保存する。 

イ 建築物の現状を反映した図面を整備し保管する。 

 

(区の関わる住宅又は住宅類似施設における揮発性有機化合物の基準) 

第６条  区が建築する住宅又は住宅類似施設（以下「住宅等」という。）の揮発性有機化合物については、「ＶＯＣ
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等の室内の化学物質抑制対策特記仕様書」の定めるところによる。 

２ 前項の規定は、区に譲渡又は貸与することを予定して建築される住宅等について、準用する。既存の住宅

等で、区が所有権その他の権原を取得しようとするものについては、区は、取得前に、所有者に対し別表第２

に規定する本測定による濃度測定を実施するよう求めるものとする。 

３ 第１項の規定は、区が建築及び運営に関して補助を行う住宅等について準用する。 

４ 住宅等以外で居室を有する区の施設については、当該居室について第１項及び第２項の例による。 

 

 

別表１ (第２条第２項関係) 

 

 

別表２ (第２条第３項関係) 

測定対象物質 ホルムアルデヒド、トルエン、キシレン、エチルベンゼン、スチレンとする 

 

測定場所 住宅及び住宅類似施設の居室 

 

測定方法 １. 簡易測定 

測定対象の建築物に含まれる住戸又は住宅類似施設を、内装材の種類やその使用量に関

して類似するグループに分類し、各グループ内での濃度の分布傾向を把握するために、測定場

所を複数選定して測定する。測定場所は、居間及び寝室(住宅類似施設においては、長時間

滞在する居室)から選定する。 

測定は、厚生労働省の示す標準測定法に準じ、３０分換気後５時間閉鎖した後に測定す

る。 

 

２. 本測定 

１のグループごとに、簡易測定の結果がすべて指針値以内であれば、各グループにおいて最も

高濃度であった居室を最低１カ所選定して、本測定を実施する。もしも、指針値を超える居室が

あった場合は、超えた居室すべてにおいて本測定を実施し、濃度の低減のために必要な措置を

講じ、再度本測定を実施する。 

本測定は、パッシブ法と同等以上の精度を有する方法で行う。 

 

施設の種別 

学校、幼稚園 

保育園（無認可のものを含む。）、児童館 

高齢者施設その他の福祉施設、病院 

宿泊施設 
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千代田区における住宅の衛生的環境の確保に関する要綱チェック票 （要綱第５条第２項） 

 

 

 

 

 

 

換気設備 

項目 № 指導内容 判定 備考 

外
気
取
入
口 

1 
外気取り入れ口は地上から適当な高さを保ち、自動車の排ガス等の影響を受

けない場所に設けること     

2 駐車場系統と居室系統とは分離すること     

3 
外気取り入れ口と、排気口及び冷却塔（隣接ビルのものも含む）との間には十

分な距離をとること     

4 縦シャフトによる場合は、外気導入量確保対策を講じること     

5 
排気口や空調室外機、冷却塔は隣接ビルに悪影響を及ぼさない位置に設ける

こと     

換
気
装
置 

6 
給気口及び還気口は、室内空気環境が均一な分布となるように設置及び形式

を選定すること     

7 一居室あたり開口部（主に窓）は２カ所以上、別面に設けることが望ましいこと     

8 
台所、トイレ、洗面所、浴室には、各々独立の換気設備を設け、台所の排気装

置は点検・清掃の容易でグリスフィルター付きのものとすること     

9 
リビング､ダイニング、寝室、浴室、トイレ等の各部屋には常時運転出来る機械

換気設備を設けること     

10 24 時間換気システムのスイッチは容易に停止されないものとすること     

11 
外気導入量は、時間あたり換気回数０．５回／h（延べ床面積に対し）もしくは設

定人数１人当たり２５㎥/ｈ以上を目安とすること   
  

12 共用部分（廊下、ロビー等）にも換気設備（通気口も可）を設けること     

空
調
機 

13 
空気調和機はその周囲に十分な点検スペースを確保し、かつ保守点検等が容

易に行える場所に設けること     

14 風量測定孔を有効な位置へ設置すること     

15 点検口は容易に点検が行える場所に設けること     

16 空調機には適正な能力の除じんフィルターを設けること     

全
熱
交
換
器 

17 上流側へｴｱﾌｨﾙﾀ-を設置すること（給気側、排気側）     

18 
ショートサーキットを避けるため、給気口と還気口はできるだけ離して設置する

こと     

19 利用排気は、原則として居室系排気とすること     

加
湿
装

置 

20 室内の相対湿度を適正に維持できる能力のものを設けること     

21 加湿に用いる水は衛生上支障ない水を使用すること     
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内装材料等 

項目 № 指導内容 判定 備考 

内
装
材
料 

他 

22 
使用する塗料、接着剤等の成分を明確にするために MSDS（製品安全データシ

ート）を用意すること     

23 
JIS、JAS 等を参考にし適切な材料を使用すること （ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞについては F

☆☆☆☆を使用）     

24 有害化学物質ができるだけ含まれていないものを使用すること     

25 
畳はダニ等の温床となりにくい材質のものが望ましく、畳下は通気性を考慮す

ること     

26 絨毯は洗浄ができるように取り外し可能なものが望ましいこと     

27 結露対策を講じること（押入・窓・地下室など）     

室
内
空
気 

測
定 

28 
ホルムアルデヒド、トルエン、キシレン、エチルベンゼン、スチレンの測定方法

は、要綱に基づく方法で内装仕上げ完了後、期間をあけて行うこと     

29 
内装工事中及び完了後は十分に換気を行い、かつ引き渡しまでの養生期間を

十分にとること（例えば１４日間以上）     

 

給水設備 

項目 № 指導内容 判定 備考 

貯
水
槽 

30 貯水槽室には、換気・照明・排水設備を設けること     

31 周囲（六面）の点検スペースを確保すること     

32 
貯水槽は衛生上支障なく、保守点検が容易で安全管理が行える場所へ設置す

ること     

33 
地下ピット内受水槽や高置水槽へは安全なアプローチで点検が出来るものと

すること     

34 
受水槽の容量は１日の使用水量の 4/10～6/10、高置水槽の容量は 1/10 を目

安とし、清掃時等を考慮して２槽式が望ましいこと     

35 停滞水（死水）防止構造とすること     

36 
ﾏﾝﾎｰﾙの大きさは直径６０㎝以上でカギ付きとし、１０㎝以上の立ち上げ構造と

すること     

37 屋外設置の考慮（密閉構造・FRP 製は二重ぶた・遮光）     

38 消防用水槽と兼用しないこと     

39 ｵｰﾊﾞｰﾌﾛｰ管と給水管末端との間は吐水口空間を確保すること     

40 ｵｰﾊﾞｰﾌﾛｰ管及び水抜管はそれぞれ排水口空間を確保すること     

41 ｵｰﾊﾞｰﾌﾛｰ管・通気管の末端開口部には耐食性の防虫網を設置すること     

42 貯水槽上部には排水系統の配管を設けないこと     

給
水
管 

43 飲料系以外の配管・設備とは直接連結しないこと     

44 水質に悪影響を与えない材質とすること     

45 他の配管と明瞭に区別出来るよう、表示等するのが望ましいこと     
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逆
流
・
誤
飲
防
止 

46 
給水器具・設備には有効な吐水口空間を確保すること、吐水口空間を適正に

確保できない場合はバキュームブレーカーを取り付ける等逆流防止のための

措置をとること     

47 散水栓は床埋め込みとせず、壁付又は立ち上げ型とすること     

48 受水槽室等に直結給水栓を設置すること     

49 貯湯（冷水）タンク膨張管は単独配管とし、貯水槽に戻さないこと     

水質検

査 
50 竣工時は水道法で定める省略不可項目について水質検査を行うこと 

    

 

排水設備等 

項目 № 指導内容 判定 備考 

排
水
槽 

51 汚水・雑排水・湧水槽は別々に設けること     

52 容量は長時間滞留することがない大きさとすること（計算書）     

53 

衛生上支障のない構造とすること 

建築物における排水槽等の構造・維持管理等に関する指導要綱 

（点検口は２カ所以上、不浸透性材質、吸い込みピット、勾配、R とり、排水ﾎﾟﾝ

ﾌﾟ、防臭型ﾏﾝﾎｰﾙ（直径６０㎝）、耐食性防虫網、制御装置、タイマー）     

54 排水ポンプ室には換気装置を設けること     

排
水
管
等 

55 排水トラップは有効な封水深を確保出来るものとすること     

56 破封防止措置として適正な位置に通気管を設置すること     

57 開口部には防虫網を設置すること     

阻
集
器 

58 有効な位置に設置すること（油脂、厨芥、ガソリン、土砂等）     

59 有効に分離でき、かつ清掃が容易な構造であること     

60 点検・清掃が容易な場所へ設置すること     

 

廃棄物保管場所 

項目 № 指導内容 判定 備考 

廃
棄
物
保
管
場
所
等 

61 区画を設け、ごみを分別して保管できる構造とすること     

62 収集・搬出入が容易に行える場所で、十分な広さを有すること     

63 防虫・防そ構造とすること（ガラリ、換気口等の防虫網）     

64 床・周壁は不浸透材とすること     

65 
保管場所の清掃及び保管容器等の洗浄に必要な給排水設備を設けること（ﾊﾞ

ｷｭｰﾑﾌﾞﾚｰｶ付き）     

66 換気及び照明設備を設けること     
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ねずみ・衛生害虫防除 

項目 № 指導内容 判定 備考 

ね
ず
み
・
衛
生

害
虫 

67 
排気口、通気管、配水管、配管・配線等の壁貫通部分、通風口等はねずみ・衛

生害虫の侵入を妨げる構造とすること     

68 開閉可能な窓は網戸を設けること     

69 衛生害虫等が発生可能な個所は点検・清掃が容易にできる構造とすること     

 

その他 

項目 № 指導内容 判定 備考 

管理スペ

ース等 

70 管理人室、清掃員控室等の必要な管理スペースを各々確保すること     

71 共用部分に使用する清掃機材や備品類を入れる倉庫等を確保すること     

雑
用
水 

72 直接、人に接しない用途とすること     

73 誤飲防止対策（非飲用の表示等）     

74 他配管と識別すること     

75 検水コックを設置すること（検査しやすい場所）     

76 塩素処理設備を設置すること     

77 手洗い付き洗浄タンク禁止、洗浄装置付便座には水道水を使用すること     

78 雨水使用施設の場合は沈殿槽設置すること     

79 雨水使用施設の場合は余剰雨水の排水設備を設置すること     

 

判定欄の記入の仕方 

 ○ ・・指導内容通り  △ ・・一部不備・不十分     × ・・不備       ／ ・・該当しない  
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【 参 考 資 料 】 
 

・ 室内空気中の化学物質簡易測定結果書（例） 

・ 室内空気中の化学物質簡易測定結果書様式 

・ ホルムアルデヒド簡易測定器の一覧表 

・ トルエン・キシレン・エチルベンゼン測定器 

・ トルエン・キシレン・エチルベンゼン・スチレン測定器 

・ 室内空気中化学物質測定を行う検査機関一覧 

・ 報告書様式 
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室内空気中の化学物質測定結果書（例） 
 

測定施設名 千代田グリーンマンション 測定会社名 
株式会社マルモ分析センター 

東京都千代田区九段南１－２－１ 

所在地 千代田区九段北１－２－１４ 測定者名 千代田 太郎 

測定日 平成 27 年 4月 15 日 測定時間 14:00～17:00 竣工日 平成 27 年 4月 1 日 

使用測定器 □ﾚ ホルムアルデメータ □Ｓ－２１ □Ｓ－２７ □７１０型検知管 □７２１型検知管 

測定方法 □ﾚ 検知管法  □ﾚ 燃料電池法 

採取条件（標準測定法の条件が担保されていること） 

条件項目 換気時間 閉め切り時間 
空調機の

運転状況 

家具の扉

開放 
換気設備の運転状況 

 ３０分 ５時間 停止 開放 
□ﾚ 24 時間換気システム ON 

□ﾚ 局所換気 OFF 

外気条件 温度  １５℃ 湿度  ３０％ 天気  晴れ 

検査結果値 

検査項目 

測定場所 
温度（℃） 湿度（％） 

ﾎﾙﾑ 

ｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ 
トルエン キシレン 

ｴﾁﾙ 

ﾍﾞﾝｾﾞﾝ 
スチレン 

１０２ 18 33 0.04 0.05 0.09 0.05  

２０３ 17 36 0.03 
検出限界

以下 

検出限界

以下 

検出限界以

下 
 

３０４（ﾘﾋﾞﾝｸﾞ） 18.5 35 0.05 
検出限界

以下 

検出限界

以下 

検出限界以

下 
 

３０４（寝室） 16 41 
検出限界 

以下 

検出限界

以下 

検出限界

以下 

検出限界以

下 
 

４０５（ﾘﾋﾞﾝｸﾞ） 17 36 0.02 0.06 0.1 0.07  

４０５（寝室） 18.5 34 0.03 0.05 0.09 0.05  

        

各指針値（厚生

労働省ｶﾞｲﾄﾞﾗｲ

ﾝ値） 

  0.08ppm 0.07ppm 0.20ppm 0.88ppm 0.05ppm 

  100μg/㎥ 260μg/㎥ 870μg/㎥ 3800μg/㎥ 220μg/㎥ 

概  評 
特に不適な場所はありません 

簡易測定のため、スチレンは省略。 
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室内空気中の化学物質測定結果書 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

測定施設名  測定会社名  

所在地  測定者名  

測定日 平成  年  月  日 測定時間 :  ～  :   竣工日 平成  年  月  日 

使用測定器 □ホルムアルデメータ □Ｓ－２１ □Ｓ－２７ □７１０型検知管 □７２１型検知管 

測定方法 □検知管法  □燃料電池法 

採取条件（標準測定法の条件が担保されていること） 

条件項目 換気時間 閉め切り時間 
空調機の

運転状況 

家具の扉

開放 
換気設備の運転状況 

   分  時間   
□24 時間換気システム ON 

□局所換気OFF 

外気条件 温度    ℃ 湿度    ％ 天気      

検査結果値 

検査項目 

測定場所 
温度（℃） 湿度（％） 

ﾎﾙﾑ 

ｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ 
トルエン キシレン 

ｴﾁﾙ 

ﾍﾞﾝｾﾞﾝ 
スチレン 

        

        

        

        

        

        

        

各指針値（厚生

労働省ｶﾞｲﾄﾞﾗｲ

ﾝ値） 

  0.08ppm 0.07ppm 0.20ppm 0.88ppm 0.05ppm 

  100μg/㎥ 260μg/㎥ 870μg/㎥ 3800μg/㎥ 220μg/㎥ 

概  評  
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ホルムアルデヒド簡易測定器の一覧表（参考） 

 

 

※網掛けは厚生労働大臣が指定する測定器 

 

測定原理 製品名 社 名 価 格 

検知紙方式 
ホルムアルデヒドテスト

ストリップ 

関東化学㈱ 

０３－６２１４－１０９０ 

２，２００円（税別） 

（１０枚） 

検知管方式 

検知器：エアサンプラＳ２

１ 

検知管：ホルムアルデヒ

ド検知管７１０ 

光明理化学工業㈱ 

０４４－８３３－８９００ 

検知器：９５，０００円 

 

検知管：５，５００円 

（２０本） 

検知管方式 

検知器：ＧＳＰ－３００ＦＴ

－２ 

検知管：ホルムアルデヒ

ド検知管９１Ｐ、９１ＰＬ 

㈱ガステック 

０４６７－７９－３９１１ 

検知器：１０５，０００円 

検知管：２，５００円 

（１０本） 

吸収管方式 ＴＦＢＡ－Ａ 
㈱住化分析センター 

０３－５６８９－１２１９ 

サンプラー１，２００円 

分析費用２５，０００円 

採集費用別途 

定電位電解法 ＸＰ－３０８Ｂ 
新コスモス電機㈱ 

０３－５４０３－２７０３ 
１５０，０００円（本体） 

定電位電解法 ＩＳ４１６０－ＳＰ（ＨＣＨＯ） 
㈱ジェイエムエス 

０３－３７７８－２６７１ 
５４０，０００円 

定電位電解法 
ホルムデジタルキャッチ

ャーＪ１ 

エンバイロメンタルセン

サー社 
 

テープ光電光度法 ＦＰ－３０ 
理研計器㈱ 

０３－３５５８－００４３ 

７５，０００円（本体） 

試験紙４，５００円 

（２０回） 

吸収管方式 ＣＮＥＴ－Ａ 
㈱住化分析センター 

０３－５６８９－１２１９ 
分析・採集費用問合せ 

光電光度法 
３分測定携帯型ホルム

アルデヒドセンサー 

㈱ウイングターフ 

０３－３８６４－８２３１ 

１８８，５７２円（本体） 

チップ９，８００円（１０

回） 

電気化学燃料電池 ホルムアルデメータ htv 
㈱ジェイエムエス 

０３－３７７８－２６７１ 
３３０，０００円 



住 宅 衛 生 要 綱 解 説 

千代田保健所生活衛生課 
 

 37 

トルエン・キシレン・エチルベンゼン測定器 
 

測定原理 製品名 社 名  

検知管方式 

検知器：エアサンプラＳ２

１ 

検知管：トルエン・・トル

エン検知管７２１ 

キシレン、エチルベンゼ

ン・・トルエン検知管７２３

（換算表による測定） 

光明理化学工業㈱ 

０４４－８３３－８９００ 

検知器：９５，０００円 

検知管：トルエン７２１ 

４，０００円（１０本） 

トルエン７２３ 

５，０００円（１０本） 

検知管方式 

検知器：ＧＳＰ－３００ＦＴ

－２ 

検知管：トルエン・・トル

エン検知管１２２Ｐ 

キシレン、エチルベンゼ

ン・・トルエン検知管１２２

Ｐ（換算表による測定） 

㈱ガステック 

０４６７－７９－３９１１ 

検知器：９５，０００円 

検知管：トルエン１２２Ｐ 

２、５００円（５回） 

 

 

 

トルエン・キシレン・エチルベンゼン・スチレン測定器 

 

測定原理 製品名 社 名  

金属酸化物半導体

式ガスセンサ 

ポータブルＶＯＣ分析装

置 ＸＧ－１００Ｖ 
新コスモス電機㈱ 

０３－５４０３－２７０３ 
 

半導体式ガスセン

サ 

ポータブルＶＯＣモニター 

ＪＨＶ－１０００ 

㈱ジェイエムエス 

０３－３７７８－２６７１ 
２，０００，０００円 

 

*価格と仕様につきましては、参考で掲げてあります。詳細については各メーカーにお問い合わせく

ださい。 
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室内空気中化学物質測定を行う検査機関一覧 

 

所在地 名称 電話番号 

千代田区二番町１２－２ 株式会社ダイケングループ東京本店 ０３－３２３９－１２１１ 

千代田区内神田２－１４－４ 株式会社環境管理センター 首都圏支社 ０３－６２０６－４３２１ 

千代田区神田須田町１－２ 株式会社大東環境科学 東京営業所 ０３－６８０９－１４４５ 

千代田区三崎町３－４－９ 株式会社分析センター ０３－３２６５－１７２６ 

中央区東日本橋２－２７－８ 株式会社太平洋コンサルタント 東京営業所 ０３－５８２０－５６０１ 

大田区東糀谷５－４－１１ グリーンブルー株式会社 ０３－３７４５－１４１１ 

大田区大森北１－２６－８ 株式会社伊藤公害調査研究所 ０３－３７６１－０４３１ 

世田谷区駒沢３－１５－１ いであ株式会社 ０３－４５４４－７６００ 

豊島区東池袋３－２３－５ 株式会社環境科学コーポレーション 東京営業所 ０３－３９８７－２１８２ 

荒川区東尾久７－２－３５ 株式会社東京環境測定センター 東京本社 ０３－３８９５－１１４１ 

板橋区板橋４－１２－１７ 株式会社環境技研 ０３－３９６２－１７７１ 

足立区本木２－１８－２９ 株式会社日新環境調査センター ０３－３８８６－２１０５ 

足立区江北２－１１－１７ 株式会社環境技術研究所 ０３－３８９８－６６４３ 

江戸川区西葛西８－２０－２０ 東京テクニカル・サービス株式会社 東京本部 ０３－３６８８－３２８４ 

小金井市緑町４－６－３２ 株式会社日本公害管理センター ０４２－３８４－６２００ 

町田市忠生３－５－４ 株式会社総合環境分析東京技術センター ０４２７－９２－４４７４ 

立川市高松町１－１００－３８ 
一般財団法人東京顕微鏡院 

食と環境の科学センター 
０４２－５２５－３１７６ 

八王子市大和田町１－１８－１３ 環境保全株式会社 東京支社 ０４２－６６０－５９７９ 

八王子市小門町６－２２ 環境リサーチ株式会社 ０４２－６２７－２８１０ 

 

※ここに示した検査機関は都内の全検査機関の一部ですのであくまで参考としてご利用ください。 
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報  告  書 

平成   年   月   日 

 

 千代田区千代田保健所長 殿 

 

建築主（又は代理人）住 所 

氏 名 

連 絡 先 

 

「千代田区における住宅の衛生的環境の確保に関する要綱」に基づく平成   年    月   

日の保健所指導事項について下記のとおり報告します。 

記 

 

１． 建築物名称 

２． 所在地 東京都千代田区 

 

 

指導事項 報    告 

  

建物完成後測定結果 別紙のとおり 

 



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問合せ先：千代田区千代田保健所 

     生活衛生課環境衛生担当 
 

〒１０２－００７３ 

東京都千代田区九段北１－２－１４ 

電話 ０３（５２１１）８１６６(直通) 

FAX  ０３（５２１１）８１９３ 

URL http://www.city.chiyoda.lg.jp/ 

千代田区ホームページ内検索で「環境衛生」を検索してください。 

 

 

http://www.city.chiyoda.lg.jp/

